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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県勤労者協議会連合会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL・FAX 054-273-5130

　　　　　　　　　ホームページ   http://www.kinrokyo.net/shizuoka/

　　　　　　　　　 Ｅ－メールアドレス　shizuoka@kinrokyo.net
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　　０７年度静岡県勤協連第２回幹事会
県勤労協は０７年７月７日（土）労福協会議室で、本年度第２回の幹事会を開催、当面する課題と行動計画を決定しました。その内容は次の通りです。

１、県勤協連幹事会企画会議の設置

（1） 企画会議の構成は、岡本会長・橋本副会長・堀内事務局長・福井幹事・尾崎事務局員とし、
原則月１回開催、集団指導体制をとる。

（2） 県勤協連の任務　
①県下各地区勤労協、単位勤労協の連携、連絡、調整
②県勤協連加入の各勤労協の統一的な課題の政治的、政策的な提起指導
　　　③県勤協連の具体的活動の実践　
　 ④各友誼団体との連携
（3） 身の丈に合った県勤協連活動の実践

（4） 具体的活動　
①県勤協連事務所体制　尾崎職員　月・水・金（９時～１６時）
　　　　　　　　　　　静岡在住幹事の事務所詰体制（福井幹事週２回程度）
　　　②県勤協連ニュ－スの発行体制　月１回　

　　　　　　　　　　　　　　原稿寄稿体制　岡本、橋本、堀内交代で寄稿

　　　　　　　　　　　　　　各地区勤労協の寄稿をお願いします。
　　　③幹事会開催（年３回～４回）
　　　④日本勤労協東海北陸ブロック役員体制（福井幹事）
　　　⑤各友誼団体への役員派遣
　　　　県労福協幹事・堀内事務局長　県平和国民運動センタ－幹事・橋本副会長
　　　　憲法９条を護り実現する会副会長・岡本会長　県護憲幹事・福井幹事
２、「日本勤労協第２３回全国総会」への参加

　日本勤労協第２３回全国総会は、０７年９月９日（日）１４：００～１０日（月）１１：３０
青森県浅虫温泉で開催されます。静岡県勤協連への割当ては１５名なので、各地区１～２名程度
の参加要請を行い、０７年７月２７日（金）集約することとした。
３、第２１回参議院選挙への取組み
（1） 静岡県選挙区は、「しんば賀津也」の必勝に向けて取組みを要請する。

（2） 比例代表選挙は、護憲・平和を中心政策に掲げる「社会民主党」を支援する。

４、第４５回県勤協連研究集会の開催
　本年度の研究集会については、開催日時、課題（①地球環境問題、②市町村合併の現状、課題、

今後の方向）を設定し、講師、演題等について手配していくことを決定した。
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　（１）日　　時　０７年９月２４日（月）１０：００～１５：００

　（２）場　　所　静岡労政会館５Ｆ（視聴覚室）　

　（３）内　　容　１０：００　岡本会長あいさつ　
　　　　　　　　　１０：１０　講演
　　　　　　　　　１２：００　昼食休憩（昼食は県勤協連が支給）

　　　　　　　　　１３：００　講演

　　　　　　　　　１４：５０　まとめ

　　　　　　　　　１５：００　閉会　　　　　　　　　　

（3） 参加要請

伊豆の国市　３名　清水町　３名　三島市　４名　富　士　市　４名　清水地域　５名
静岡地区　５名　焼　津　市　３名　掛　川　市　４名　袋　井　市　４名　　  森  　２名
浜　松　市　４名　浜北地区　２名　新居町　２名
５．次回の日程

　第３回企画会議　９月４日（火）１０：００　　第３回幹事会　９月１５日（土）１４：００

· 各地区勤労協総会報告
焼津市勤労協
　独自の活動を進める焼津市勤労協は、第２３回定期総会を６月２２日焼津市松屋で開催した。

総会冒頭、副会長古井勝氏の司会で、岡本静雄氏が議長に選ばれ、法月道雄会長から、この一年間活動してきた経過と勤労協をとりまく情勢等のあいさつがあり、来賓として、県勤協連橋本勝六副会長、津川祥吾前衆議院秘書平岩氏、焼津市選出県会議員漬水ひろし氏、大石労金焼津支店長から、激励のあいさつがあった。
　総会は、江代事務局長から、０６年度活動経過報告・会計報告、０７年度活動方針案・予算案・規約一部改正案が提案された。活動方針では、子供防犯パトロールの継続実施、勤協学院、料理教室、リサイクルおもちゃバザー、産地交流事業、７月の参議院選挙の勝利に向けて活動する事等の方針が討議され、具体的計画では、子供パトロールの参加会員の増、勤協学院として、年金問題・環境問題・介護保険など市民と共に勉強する行事、長野県豊丘村勤労協との交流および産直事業が討議され原案通り決定された。
　０７年度役員は

　会長　法月道雄　副会長　白瀧之弘・古井　勝　事務局長　江代旨見　幹事９名　会計監査２名

　が選出されました。また、２２年に及ぶ幹事であった法月四四男氏が本年を持って退任となりました。長い間大変ご苦労さまでした。　　　　　　　　　　　　　　　　（江代旨見通信員）
清水町勤労協

　清水町勤労者協議会の第３８回定期総会は、６月２４日（日）９：００から、清水町公民館会議室で開催されました。総会では、「０６年度経過報告」「０６年度決算・会計監査報告」及び「０７
年度運動方針・予算案」を審議し承認、可決されました。

　０７年度役員は

会　長　南薗　貢　副会長　塚田貞男　中村昭治　事務局長　福本茂　会　計　岩崎忠雄

幹　事　８名　会計監査　２名が選出されました。
新居町勤労協
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　６月３０日(土)午後７時から町民センターにおいて第５４回定期総会が開催されましいた。沢田副会長の開会のあいさつ後、議長に坂田一吉氏（ＮＴＴ）を選出し、会長あいさつに続き来賓の白井副町長・堀内県勤協連事務局長よりあいさつをいただきました。
　その後、藤原副会長より平成１８年度事業報告・太田事務長より決算報告・平成１９年度事業計画案・予算案が提案され、すべて原案通り決定されました。

　０７年度役員は

　会長　疋田米自朗　副会長　藤原冨勝・沢田　明　事務長　太田幸宜　事務次長　長田眞里
会計監査　朝倉清信・刑部富子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（太田幸宜通信員）
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☆　各地区勤労協の活動状況

掛川市勤労協

①６月２５日（日）ボランティア活動の一環として、午前６時３０分から約１時間かけて、掛川信用金庫本店から掛川ス－パ－本店間の主要道路周辺のゴミ清掃を行いました。空き缶、ペットポトル、ビニ－ル類、タバコの吸殻、ガムの包み紙、傘２本などを拾い環境美化活動に大奮闘しました。

2 今後の活動予定として、８月１８日（土）～２５日（土）
まで７箇所の会場で、夏休み「親子紙芝居・映画会」を開催していきます。　　　　　　　　　　　　　
3 その他社会貢献活動として、「環境美化啓発看板設置」毎年、市内２～３ヶ所「使用済み切手
収集」掛川市社会福祉協議会へ寄贈（年４回程度）「出張理容（有償）」毎月第３，４木曜日特養ホームへ「環境美化活動」隔月等々実施しています。　　　
　　　　（掛川勤協ニュ－スより）

静岡地区勤労協

静岡地区勤労協では、月１回土曜日に弁護士による無料法律・生活相談を実施しております。

どんなご相談でも受け付けておりますので、ご近所、お知り合いの方にご紹介して下さい。

相談日　７月２８日　８月２５日　９月２２日　１０月２７日　

時　間　１４時～１６時

　場　所　静岡市葵区　静岡労政会館５Ｆ　第２会議室又は第４会議室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　弁護士　増本雅敏弁護士

　世話人　勤労協より交代で２名出席　　　　　　　　　　　　　　　　　（福井　豊通信員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　
　　　　
〝考えよう、いまの政治〟


静岡県勤労者協議会連合会


事務局長　　　堀 内　武 治





　　　高校の教科書から『沖縄島民の集団自決は軍が強制したもの』を削除、


従軍慰安婦は軍が強制したものではなく自発的との歴史の塗り替え、


そして、安倍晋三首相は改憲を参院選の争点に位置づけ、国民投票法


も強硬採決、成立しました。非難、非武装の第九条改廃と並んで国民


に対して愛国心の要求がいよいよ現実の問題として迫っています。


　　なにか今の日本はおかしくなってきている。将来の日本の『平和』


に不安感を感じているのは私一人ではないのではないでしょうか。


　　歴史の節目はある日突然、現れるのではありません。大事な事を見


落としていて、気がついたら引き返せなくなっていた、ということが


多いものです。自衛隊と米軍の一体化による軍事力強化、防衛省の実


現、有事法制の整備、そして愛国心教育・・・・


小泉純一郎内閣に続く安倍内閣の誕生、そして憲法改正発議のシナ


リオ、国内のナショナリズムの高まりでこの国は大きなカーブを切り


つつあるように見えます。将来『あの時、あの角を曲がらなければ・・』と悔やまないよう、目を凝らし、耳を澄まし、思考を研ぎ澄まして行


動したいものです。（中日新聞参照）


　　当面する参議院選挙、やりたい放題の『自公政権』をストップさせ


ることこそ、「日本の平和の確保」の道すじです。





精一杯、がんばろうではありませんか。　　　
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